
　
札
幌
市
白
石
区
の
札
幌
白

石
記
念
病
院
（
野
中
雅
理
事

長
、
道
井
洋
吏
院
長
・
１
０

３
床
）
は
、
１
９
８
２
年
に

白
石
脳
神
経
外
科
病
院
と
し

て
開
院
し
、
２
０
１
３
年
に

は
、
現
病
院
名
に
改
称
。
脳

神
経
外
科
や
循
環
器
内
科
、

心
臓
血
管
外
科
を
柱
に
、
急

性
期
・
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
運
営

し
、
治
療
後
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
ま
で
一
貫
し
た
地
域
医
療

を
提
供
し
て
い
る
。

　
22
年
か
ら
Ｃ
ｌ
ａ
ｒ
ｉ
ｓ 

Ｆ
ｉ
ｌ
ｅ
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
と
Ｒ

Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ

ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自

の
「
コ
マ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
」

を
開
発
・
運
用
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
は
、
２
カ
月
で
構

築
。
新
規
入
院
患
者
の
重
症

度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
績

指
数
、
重
症
患
者
の
Ｆ
Ｉ
Ｍ

改
善
率
、在
宅
復
帰
率
な
ど
、

ひ
と
目
で
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
、
わ
ず
か
６
カ
月
で
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
入
院
料
５
か
ら
１
へ
の
移

行
を
達
成
す
る
な
ど
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
◆

　
コ
マ
ン
ド
セ

ン
タ
ー
は
、
電

子
カ
ル
テ
や
各

部
門
シ
ス
テ
ム

に
散
在
す
る

デ
ー
タ
を
統
合

し
、
入
院
患
者

の
状
態
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
可

視
化
・
分
析
す

る
シ
ス
テ
ム
。

こ
れ
に
よ
り
、

病
床
管
理
や
入

退
院
業
務
を
最

適
化
し
、
情
報

共
有
や
医
療
の

質
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
構
築
の
き
っ
か
け
は
、
22

年
度
診
療
報
酬
改
定
。
病
床

機
能
の
施
設
基
準
が
厳
格
化

さ
れ
、
急
性
期
一
般
入
院
料

１
の
必
要
度
Ⅰ
が
28
％
、
必

要
度
Ⅱ
が
25
％
と
な
る
施
設

基
準
の
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
た
。「
新
基
準
を
満
た

す
た
め
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー

ス
で
最
適
な
病
棟
運
営
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
、
笹
森
大
輔
理
事
（
経
営

企
画
部
長
兼
事
務
部
次
長
）

は
話
す
。

　
開
発
主
導
は
、
笹
森
理
事

と
田
村
豊
診
療
情
報
管
理
室

長
。
２
人
と
も
診
療
放
射
線

技
師
業
務
と
と
も
に
院
内
シ

ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
統
合
に
携

わ
っ
て
き
た
経
験
を
生
か

し
、電
子
カ
ル
テ
を
は
じ
め
、

看
護
シ
ス
テ
ム
や
医
事
会
計

な
ど
各
種
部
門
デ
ー
タ
の
格

納
場
所
の
理
解
か
ら
着
手
。

ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
の

「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
コ
マ
ン

ド
セ
ン
タ
ー
」
を
参
照
し
、

人
を
介
さ
ず
と
も
、
デ
ー
タ

を
自
動
取
得
で
き
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
目
指

し
た
。

　
「
コ
マ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
」

の
基
盤
は
、
Ｃ
ｌ
ａ
ｒ
ｉ
ｓ 

Ｆ
ｉ
ｌ
ｅ
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
で
開

発
し
て
い
る
。Ｓ
Ｑ
Ｌ（
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
操
作
す
る
言

語
）
に
よ
っ
て
電
子
カ
ル
テ

等
の
膨
大
な
情
報
か
ら
必
要

な
デ
ー
タ
を
抽
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
Ｆ
ｉ

ｌ
ｅ
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ

ｅ
ｒ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
機
能

に
よ
り
、
毎
日
自
動
で
取
得

し
て
お
り
、
翌
朝
の
ベ
ッ
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
会
議
に
は
、

最
新
デ
ー
タ
が
更
新
さ
れ
て

い
る
状
態
と
な
る
。

　
コ
マ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
の
表

示
項
目
は
、
急
性
期
と
回
復

期
そ
れ
ぞ
れ
の
病
棟
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
い
る
。
急
性
期

は
、
赤
色
タ
イ
ル
で
色
分
け

し
▼
診
断
群
分
類
▼
Ｄ
Ｐ
Ｃ

入
院
期
間
Ⅱ
ま
で
の
日
数
▼

医
療
・
看
護
必
要
度
▼
入
院

時
お
よ
び
現
在
の
機
能
的
自

立
度
評
価
法
（
Ｆ
Ｉ
Ｍ
）
ス

コ
ア
─
を
表
示
。
特
に
、
Ｆ

Ｉ
Ｍ
ス
コ
ア
55
点
以
下
の
重

症
患
者
の
割
合
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
把
握
し
、
回
復
期
へ

の
転
棟
判
断
材
料
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。

　
回
復
期
は
、
緑
色
タ
イ
ル

で
▼
重
症
患
者
の
割
合
（
Ｆ

Ｉ
Ｍ
55
点
以
下
）
▼
Ｆ
Ｉ
Ｍ

改
善
率（
16
点
以
上
の
改
善
）

▼
実
績
指
数
▼
在
宅
復
帰
率

▼
在
宅
復
帰
に
向
け
た
Ｍ
Ｓ

Ｗ
の
活
動
状
況
─
な
ど
の
基

準
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示

す
る
。
常
に
達
成
状
況
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
こ
と
に

加
え
、
２
週
間
ご
と
に
Ｆ
Ｉ

Ｍ
を
評
価
し
、
16
点
以
上
改

善
し
た
ら
、
自
動
で
色
付
け

（
黄
色
）
す
る
よ
う
に
工
夫

し
た
。

　
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
会

議
で
は
、
コ
マ
ン
ド
セ
ン

タ
ー
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

退
院
患
者
の
選
定
、
転
棟
タ

イ
ミ
ン
グ
等
が
分
か
る
よ
う

に
な
り
、
病
床
稼
働
率
の
最

適
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
22
年
４
月
か
ら
ベ
ッ
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
会
議
で
の
使

用
を
開
始
。
当
初
目
標
だ
っ

た
回
復
期
入
院
料
５
か
ら
１

へ
、
最
短
６
カ
月
で
移
行
を

達
成
。
月
当
た
り
数
百
万
円

の
増
収
効
果
が
得
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
な
ア
ウ
ト
カ
ム
の
可
視

化
に
よ
り
、
患
者
へ
の
最
適

な
ケ
ア
の
提
供
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
24
年
診
療
報
酬
改
定
に
お

い
て
は
、
回
復
期
リ
ハ
病
棟

で
、
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
基
準
を
使
っ

た
低
栄
養
評
価
が
必
須
と

な
っ
た
。「
ロ
ー
コ
ー
ド
開

発
ツ
ー
ル
の
Ｆ
ｉ
ｌ
ｅ
Ｍ
ａ

ｋ
ｅ
ｒ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
業

務
に
合
わ
せ
て
自
由
に
作

成・カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
知
識
が
浅

く
て
も
、
簡
単
に
カ
ス
タ
ム

ア
プ
リ
を
作
成
で
き
る
の
は

自
作
の
大
き
な
強
み
」
と
、

田
村
診
療
情
報
管
理
室
長
。

　
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
デ
ー
タ
の
可

視
化
や
異
常
値
の
検
出
（
ア

ラ
ー
ト
機
能
）
な
ど
に
利
用

し
、
株
式
会
社
Ｆ
Ｃ
Ｅ
の

「
ロ
ボ
パ
ッ
ド
Ｄ
Ｘ
」
を
導

入
。
年
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
、
48
万
円
程
度
と
低

コ
ス
ト
で
済
む
ほ
か
、
24
時

間
稼
働
で
き
る
た
め
、
深
夜

に
デ
ー
タ
処
理
を
自
動
実
行

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
メ
リ
ッ

ト
。

　
現
在
、
情
報
管
理
室
の
ス

タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、
看
護

師
や
リ
ハ
ビ
リ
職
員
な
ど
も

Ｒ
Ｐ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
。
部
署
ご
と
の
課
題
を
解

決
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
、
病
院
内
で
は
約
17
種
類

の
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
稼
働
中
だ
。

　
笹
森
理
事
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ

の
第
一
歩
は
医
療
情
報
の
可

視
化
だ
と
強
調
す
る
。「
業

務
内
容
や
成
果
を
可
視
化
す

る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
目

線
が
揃
い
、
計
画
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
や
チ
ー
ム
間
の
連
携

が
自
然
に
生
ま
れ
て
い
る
。

医
療
制
度
に
合
わ
せ
た
病
院

づ
く
り
を
行
う
上
で
可
視
化

は
非
常
に
有
用
だ
」と
語
る
。

　
医
師
不
足
を
解
消
す
る
た

め
に
、
全
国
各
地
に
つ
く
ら

れ
た
新
設
国
立
医
科
大
の
１

つ
と
し
て
、
１
９
７
３
年
11

月
に
誕
生
し
た
旭
医
大
（
西

川
祐
司
学
長
）。
開
学
50
周

年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
大

学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
再
定

義
。「
北
海
道
の
地
域
医
療

を
担
う
医
師
の
確
保
お
よ
び

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
一
体
的
に

推
進
し
、
広
大
な
北
海
道
の

医
師
偏
在
の
解
消
に
貢
献
す

る
」
こ
と
を
機
能
強
化
の
中

心
に
位
置
付
け
た
。
専
門
を

持
ち
な
が
ら
、
総
合
診
療
や

救
急
災
害
医
療
、在
宅
医
療
、

離
島
僻
地
医
療
、
看
取
り
な

ど
に
も
広
く
精
通
す
る
「
マ

ル
チ
タ
ス
ク
型
地
域
医
療

医
」
の
育
成
と
拠
点
構
築
を

進
め
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
適
切
な
医
師
派

遣
、
医
療
従
事
者
確
保
や
医

師
偏
在
対
策
等
の
道
医
療
計

画
も
後
押
し
す
る
た
め
に
、

「
内
科
合
同
会
議
」
を
発
足
。

日
本
最
北
に
位
置
す
る
医
療

の
最
後
の
砦
と
し
て
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
全
国
に
例

を
み
な
い
新
し
い
ス
タ
イ
ル

の
医
療
人
育
成
、
医
師
派
遣

支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
く

考
え
だ
。

　
　
　
　
　
◆

　
厚
生
労
働
省
の
検
討
会
で

は
、
大
学
病
院
本
院
の
特
定

機
能
病
院
の
承
認
要
件
と
し

て
「
地
域
で
の
一
定
の
医
師

派
遣
」
を
新
た
に
導
入
す
る

方
針
。
今
後
の
医
学
教
育
の

在
り
方
に
関
す
る
検
討
会

（
文
部
科
学
省
）
の
第
３
次

取
り
ま
と
め
に
お
い
て
、
大

学
病
院
の
地
域
医
療
貢
献
の

役
割
・
機
能
の
重
点
化
等
を

進
め
る
方
向
で
、
議
論
が
進

ん
で
い
る
。

　
同
大
は
広
い
北
海
道
の
地

域
医
療
を
支
え
る
こ
と
を
開

学
の
精
神
と
し
て
掲
げ
て
お

り
、数
多
く
の
医
師
を
派
遣
、

１
年
生
か
ら
地
方
医
療
実
習

（
年
２
回
）
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
て
き
た
。

　
23
年
９
月
時
点
で
は
、
道

内
29
市
町
、
道
外
を
含
め
、

88
医
療
機
関
に
４
９
４
人
の

医
師
を
派
遣
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
最
中
、
24
年
４
月
か

ら
の
働
き
方
改
革
が
始
ま
っ

て
も
、
同
大
の
医
師
派
遣
状

況
は
ほ
と
ん
ど
変
動
が
な
い

と
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
地
域
枠
制
度
等

を
設
け
て
地
域
の
要
望
に
対

応
し
て
き
た
が
、
勤
務
医
の

時
間
外
労
働
上
限
規
制
緩
和

が
36
年
で
終
了
す
る
上
、
医

師
不
足
、
派
遣
調
整
も
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
将
来
を
見
据
え
、
全

学
的
連
携
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
へ
、
地
域
共
生
医
育
セ

ン
タ
ー
機
能
を
強
化
。
課
題

発
掘
と
自
己
点
検
、
教
育
実

践
、
持
続
可
能
な
地
域
医
療

医
配
置
を
柱
に
、
地
理
的
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
克
服
を
目

指
し
た
挑
戦
を
進
め
て
い

る
。

　
　
　
　
　
◆

　
同
大
内
科
学
講
座
は
23
年

10
月
か
ら
、
循
環
器
・
腎
臓

内
科
、
呼
吸
器
神
経
内
科
、

内
分
泌
糖
尿
代
謝
内
科
、
消

化
器
内
科
、
血
液
内
科
と
、

専
門
性
が
分
か
る
形
で
ト
ッ

プ
を
決
め
て
運
営
す
る
、
大

講
座
制
に
再
編
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
医
局
や
教
授
等

の
裁
量
で
派
遣
先
を
決
め
て

い
た
現
行
慣
例
の
抜
本
的
な

見
直
し
に
着
手
す
る
た
め
、

「
内
科
合
同
会
議
」
を
新
設
。

地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
収
集
や

課
題
抽
出
、
改
善
策
等
を
立

案
し
、
計
画
性
を
も
っ
て
派

遣
医
師
、
派
遣
病
院
等
を
検

討
し
て
い
く
、
育
成
型
の
派

遣
体
制
に
改
め
る
こ
と
を
決

め
た
。

　
地
域
医
療
医
育
成
で
は
、

卒
前
教
育
・
卒
後
指
導
を
実

践
、
地
域
医
療
医
の
ス
キ
ル

を
持
つ
「
マ
ル
チ
タ
ス
ク
型

地
域
医
療
医
」
を
育
成
。
最

適
な
地
域
連
携
・
支
援
方
法

の
提
案
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
の
診
療
支
援
や
教
育
・

研
究
環
境
整
備
も
進
め
る
。

　
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
医
療
Ｄ

Ｘ
に
よ
り
、
多
職
種
連
携
の

タ
ス
ク
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
、

医
療
連
携
、
地
域
機
能
分
化

推
進
な
ど
を
、
大
学
病
院
改

革
プ
ラ
ン
（
２
０
２
４
～
29

年
度
）
に
盛
り
込
ん
だ
。

　
　
　
　
　
◆

　
「
内
科
合
同
会
議
」
は
、

内
科
の
全
診
療
科
長
８
人
が

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
病
院
長
、

道
の
関
係
者
等
も
加
わ
っ
て

構
成
す
る
。

　
今
年
３
月
の
初
会
合
で

は
、
旭
医
大
病
院
（
東
信
良

病
院
長
・
６
０
２
床
）
が
地

方
の
中
核
病
院
を
支
援
し
、

そ
こ
が
周
辺
の
病
院
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
「
玉
突
き
支

援
」
が
効
果
的
で
、
医
師
の

移
動
時
間
減
少
、
働
き
方
改

革
へ
の
貢
献
、
指
導
施
設
で

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
継
続
も

で
き
る
な
ど
の
利
点
を
報

告
。
今
後
の
進
め
方
を
協
議

し
た
。

　
構
想
に
よ
る
と
、
名
寄
市

立
総
合
、
富
良
野
協
会
、
砂

川
市
立
と
滝
川
市
立
、
遠
軽

厚
生
の
４
カ
所
を
地
域
中
核

拠
点
病
院
と
し
て
指
定
し
、

マ
ル
チ
タ
ス
ク
型
地
域
医
療

医
を
配
置
。
月
曜
日
は
消
化

器
内
科
外
来
、
火
曜
日
は
循

環
器
内
科
外
来
と
い
う
よ
う

に
、
周
辺
の
町
立
（
国
保
）

病
院
等
で
専
門
診
療
を
担
い

な
が
ら
、
総
合
診
療
医
的
な

ス
キ
ル
を
習
得
、
専
従
医
師

と
し
て
地
域
医
療
で
活
躍
し

て
も
ら
う
仕
組
み
だ
。

　
　
　
　
　
◆

　
東
病
院
長（
副
学
長
）は
、

地
域
医
療
ニ
ー
ズ
を
き
ち
ん

と
把
握
し
、
適
切
な
医
師
を

派
遣
す
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン

ト
と
し
た
上
で
、「
週
替
わ

り
で
周
辺
病
院
を
支
え
る
こ

と
で
、
常
勤
し
な
く
て
も
必

要
な
診
療
科
が
そ
ろ
う
体
制

を
整
備
で
き
る
。
レ
ベ
ル
の

高
い
医
療
を
均
て
ん
化
し
て

い
け
る
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
説

明
す
る
。

　
ま
ず
ニ
ー
ズ
調
査
が
大
事

と
強
調
す
る
藤
谷
幹
浩
副
病

院
長
（
副
学
長
）
は
、「
各

自
治
体
か
ら
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
エ

リ
ア
の
疾
患
と
、
医
師
の
専

門
性
等
の
状
況
を
比
較
す
る

診
療
科
ご
と
の
ヒ
ー
ト
マ
ッ

プ
も
作
成
し
た
い
。
内
科
を

横
串
で
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
っ

て
、
適
材
適
所
の
医
師
派
遣

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と

話
す
。

　
１
・
２
年
目
は
情
報
収

集
・
分
析
に
着
手
、
３
年
目

か
ら
実
際
に
医
師
派
遣
を
し

て
い
く
予
定
。
５
年
次
計
画

で
、
マ
ル
チ
タ
ス
ク
型
地
域

医
療
医
を
10
人
養
成
す
る
。

東
病
院
長
は
「
マ
ル
チ
タ
ス

ク
の
医
師
が
派
遣
さ
れ
て
く

る
と
、
自
分
も
そ
う
な
り
た

い
と
い
う
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が

で
き
て
く
る
。
４
つ
の
拠
点

病
院
で
経
験
を
積
み
、
大
学

病
院
に
戻
っ
て
く
る
。
そ
し

て
次
の
マ
ル
チ
タ
ス
ク
医
を

育
て
る
よ
う
に
、
循
環
し
て

広
げ
て
い
け
る
」
と
い
う
。

　
こ
れ
を
大
学
本
体
が
遠
隔

技
術
な
ど
も
使
っ
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
。
地
域
の
住
民
意
識

を
変
え
て
い
く
こ
と
も
重
要

な
カ
ギ
と
し
て
お
り
、
各
自

治
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

な
が
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
着

実
に
進
め
て
い
く
。

「コマンドセンター」独自構築
病院の “いま”とアウトカムを可視化

旭
医
大
病
院

札
幌
白
石
記
念
病
院 マルチタスク型地域医療医を育成

内科合同会議で医師派遣体制を強化

医師派遣状況

マルチタスク型地域医療医育成体制の構築

広域医療
体制の構築

（
左
か
ら
）
東
信
良
病
院
長
、

藤
谷
幹
浩
副
病
院
長

ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
会
議
の
様
子
。
モ
ニ
タ
ー
を

見
な
が
ら
全
員
参
加
で
決
定
す
る

コ
マ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
「
ｍ
ａ
Ｗ
Ａ
ｒ
ｕ
」。
Ｆ
ｉ
ｌ
ｅ

Ｍ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
が
基
盤

リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
に
基
づ
く
回
復
期
の
新

規
入
院
患
者
数
と
重
症
者
数
バ
ラ
ン
ス
調
整
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